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平成2年に白浜付近に上陸した台風による

　　　　アカシア属，ユーカリ属の被害

安藤信・上中幸治・羽谷啓造・上中光子

1．は　じ　め　に

　京都大学白浜試験地は昭和25年に設定されて以来，アカシア属（Ac（rcia），ユーカリ属

（Eucatyptus）をはじめとする主に南半球の亜熱帯樹種が多く導入されてきた。現在，導入種

は2，000種を超え，400種余りが生育している。導入種の中で当地の生育環境に適応した樹種

については経済林として植栽し，林分を形成しているものもみられる。

　平成2年には9月以降，台風19号，20号，21号，28号の4つの台風が白浜付近に上陸し，

アカシア属，ユーカリ属をはじめとする林木に多大の被害を及ぼした。アカシア属，ユーカ

リ属については経験的に強風害を受けやすいとされてきた1）が，わが国に自生する樹木と比

較検討された事例はきわめて少ない。

　本報では，とりわけ被害が大きかった台風19号2）・3）を中心に白浜試験地に植栽されている

アカシア属，ユーカリ属などの被害状況について記録しておくことにする。

2．試験地の概況

　京都大学農学部附属演習林白浜試験地は和歌山県西牟婁郡白浜町にあり，面積は60ha弱

である。海抜1－158mの北斜面に位置し，年平均気温（9時観測）は17．2℃，年降水量は

2，196㎜，積雪はほとんどみられない。地質は第3紀層に属し，砂岩からなる。土壌は浅く

やせ地である。天然林の林相はヤマモモ，ヒメユズリハ，クロバイ，ウバメガシ，ネズミモ

チ，タイミンタチバナなどの常緑広葉樹林からなる。

　設定当時における天然林の面積は約20％で，残りは薪炭林として利用された皆伐跡地であ

った。このような林地は上記の常緑広葉樹にアカマツや，コナラ，ハゼノキなどが混交する

海岸性の倭性二次林であったが，尾根部を中心に優占していたアカマツは昭和40年代半ばか

らのマツクイムシの被害を受け，大径木はほとんど全滅した。

　試験地では設定以来，わが国の主要造林樹種と外国産の早成樹を用いて林地の回復に心が

け，また多くの亜熱帯樹種の導入を行った4）。その結果，現在スギ（Cnゆt（nneriα輌aP（nttCa）

3．76ha，ヒノキ（Chamaecyparis　obtusa　）3．79ha，アカシア属3．91ha，ユーカリ属0．96ha，

テーダマツ（Pinus　taeda），スラッシュマツ（P．etliottti）などの外国マツ1．78ha，その他

4．32haの造林地が造成されている（図1）。造林地は試験地事務所に近い，第1林班に多く

の樹種からなる見本林が多く，第2林班の造林率が高い。各樹種の植栽箇所は試験地内各林

班に分散するが，スギは斜面下部に帯状に植栽されているものが多い。
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図一1　白浜試験地の造林地

3．台風の気象条件

　台風で森林被害が発生する場合の直接的な気象要因は降水量と風向風速である。試験地では年

間を通じて温度，湿度，降水量等の気象観測が行われ，試験地から西へ1．5㎞に位置する気象庁

白浜地域気象観測所ではこれらの項目に加えて，風向風速等が測定されている。試験地の月降水

量の累年値5）は，6月が300mmを超えて年間で最も多く，9月は250mm前後，その後12月から2月

の冬期間は100mm以下となる。白浜地域気象観測所6）（括弧内は試験地観測値7））で測定された平

成2年の9月から12月の降水量は543（385），137（145），156（170），57（51）㎜となり，9月

は例年の1．5～2倍，10，11月もやや多かった。また日平均風速の9，10月の月平均値は2．1m／s，

11月頃より風が強まり，12月には平均風速は3．4m／s，最大風速は10m／s前後となり，それを超

える日も多かった。

　平成2年度に白浜を直撃した，あるいは付近に上陸した台風は9月から11月の3ヵ月間に4つ

あげられる。各台風の白浜と潮岬における気象条件を表1に示した6）。

　台風19号は9月18日に白浜に上陸後，本州を縦断して20日に三陸沖に抜けている。この台風は

上陸時の中心気圧が954mbで，昭和46年8月の台風23号（940mb）以来，19年ぶりの勢力の強い

台風であった。また上陸までの動きがゆっくりしていたこともあって各地に記録的な大雨をもた

らし，高知県の魚梁瀬，奈良県の日出岳では総降水量が1　，　000rrunを超えている。被害は全国に及

び，和歌山県下でも負傷者，家屋の半壊，浸水，森林，果樹，水稲への被害，船舶の破損などの

被害が大きかった。白浜においても9月14日からの1週間は1㎜／日以上の降雨を記録し，総雨
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表一1　平成2年9月から11月に和歌山県白浜町付近に上陸した台風の気象条件

気象要素　上陸地　　上陸時 　　　白浜　　　　　　　　　　　　　潮岬

最大風速　　総降水量　　最大風速最大瞬間風速最低気圧 総降水量

月日時間　m／s　　日　mm　期間 m／s m／s mb

台風19号白浜町南　9／1820：00

台風20号白浜町　　9／30　9：30

台風21号田辺市　　10／8　10：30

台風28号白浜町南11／3014：00

14　　9／19　　316　9／17－20

9　　9／30　　　179　9／29－30

14　10／8　　　　23　　10／7－8

14　11／30　　　5511／29－30

33

26

17

20

59．5

44．6

30．7

37．1

954

991

984

　？

mm

239

155

97

206

量は300㎜を超えた。潮岬では最大風速は33．1m／s，最大瞬間風速は59．5m／sを記録している。

　台風20号は19号に比べると風速，降水量ともに小さい。しかし降水量は新宮で9月30日3時に

時間当たり62㎜を観測し，日降水量が313mmに達し，局地的な大雨をもたらしている。台風21号

は10月8日，白浜から5㎞ほど北に位置する田辺市に上陸した。白浜，潮岬ともに総降水量はそ

れほど多くない。しかし，御坊，湯浅，和歌山では時間当たり20mmを超える強い雨を観測してい

る。台風28号は11月30日の最大風速が潮岬で19．5m／s，白浜で14m／s，瞬間最大風速が潮岬で

37．1m／s，和歌山で29．6m／sを観測した。総降水量は白浜では比較的少ないが，色川で357㎜，

新宮，西川で200mmを超え，1時間降水量は潮岬で53．5mm，色川で42mmと和歌山県南部を中心に

多くなっている2）6）8）9）10）。

4．試験地内造林木の被害

1）被害木と被害箇所

　白浜町付近を通過した上記の台風で試験地に植栽されている造林木に多くの被害が発生した。

各台風による被害箇所と直径4cm以上の造林木の樹種別の被害本数を表2，3，図2に示した。

　とくに被害が大きかった台風19号では直後の被害調査で試験地内の立木の被害本数は針葉樹が

7本，広葉樹が155本，合計本数162本，材積にして27．9㎡と報告された11）。しかし，その後の

調査により被害本数は197本に達した。その内訳はアカシア属147本（75％），ユーカリ属16本

（8％），ヒノキ14本（7％）で，残り20本（10％）が外国マツ（P．tαeda，　P．　ettiOtt“，　P．　Ptuaster，

P．　PseudostrotntS），メラレウカ属（Melαleuca　armillαris．　M．　miCroPhylla），カリトリス属（Callitris），

レプトスペルマム属（LePtosPermum　PersiciflortSTyt），セコイア（Seqoniα　semPervirens）といった導

入種であった。アカシア属の被害木の内訳は試験地で生育良好なため面積的に多く植栽されてい

るモリシマアカシア（A．mearnsii（A．　mollissima））が98本，メラノキシロンアカシア（A．

melamoxylon）が31本，それ以外はA．　iMptexa　5本，　A．　POdalyritfolia，　A．　panninervis，　A．　verticiltαtα

各2本，A．　elata．　A．floribunda，　A．　mbida，　A．　linifolia，　A．　t・ngissima？，　A．　Prominens，　A．∫砿α’αが各

1本であった。ユーカリ属はE．sαligna，　E．　nitensが各2本，　E．　robusta．　E．　vimiualis，　E．　Camα1－

dulensis，　E．　exiMin，　E．　macarthuni，　E．　smith亙が各1本，不明6本で，アカシア属，ユーカリ属と

もに被害木の種数が多かった。台風20号では10本の被害木が発生し，そのうちアカシア属は7本，

ユーカリ属，ヒノキ，スギが各1本であった。台風21号では造林木に被害はみられず，台風28号

ではカリトリス属，メラレウカ属あわせて3本が被害を受けている。台風19号の直後に被害箇所

では被害木を除去し，第2林班の10号被害地では今後被害が発生しそうな樹形のものを中心に除

伐を行った。そのため台風19号とその後に続く3つの台風の被害の違いを直接的に各台風の破壊

力の差とすることはできないが，林地ではとりわけ台風19号の気象条件が厳しかったことが予想

される。



95

表一2　台風19号の被害樹種と本数
（本数）

林班　被害箇所

号
アカシア属　ユーカリ属

　　　　樹種
ヒノキ外国マッ　メラレウカ　カリトリス　レプトスペ

　　　　　　　　属　　　　属　　　ルマム属
セコイア合計

1

2

3

’”元

8

11

17

　1

　2
　3
　4
　5
　6

　7
　8
　9
10

11

12

13

14

15

18

21

22

23

24

25

26

合計

9
白
ウ
J

6

4

39

10

20

18

25

3

15

1

2

147

2

1

1

7

5

13

－
つ
O

1　　　　2

2

4

16　　　　14　　　　6　　　　　6　　　　　5

　　　　　　　　　　　　4
5　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　2
　　　　　2　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　1　　　　1

　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　　　　39
　　　　　　　　　　　10
　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　20
　　　　　　　　　　　　7
　　　　　　　　　　　18
　　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　25
　　　　　　　　　　　13
　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　15

　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　2
　　　　2　　　　　1　　　197

表一3　台風20号，28号の被害樹種と本数 （本数）

林班　被害箇所

号
アカシア属　ユーカリ属

　　　　樹種
ヒノキ　スギ　カリトリス　メラレウカ　合計
　　　　　　　　属　　　　属

1　　　　2

　　　4
　　　6　　　　　1

2　　　10　　　　　1

3　　　14　　　　　　　　　　　1

　　　16　　　　　3
　　　17　　　　　2

　　　19
　　　20

　　合計　　　　7　　　　　1

1

1

　　　　（2）　　　　　　　（2）
　　　　　　　　（1）　　（1）
　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　　　　（2）　　　　（1）　　10（3）

（）内は台風28号の被害本

　平成2年の台風被害箇所は全林に及ぶが，海岸線に近く，比較的造林率が高い第1，2，3，

4林班の被害率が高かった。以下，とくに被害本数が多かった林分について平成元年度の森林実

態調査時の報告12）を用いて林況と被害状況を述べることにする。

　第2林班の10号箇所（1．02ha）は昭和54年3月モリシマアカシア伐採跡の天然更新地で，立

木本数は1500本，30本余りのアベマキ，ユリノキなどの見本樹が混じる。11号箇所（0．26ha）

は昭和47年3月設定のアカシア属各種の見本林で，立木本数は120本である。10，11号箇所では

台風19号でそれぞれ39本，10本の被害木が発生し，台風20号においては10号箇所でモリシマアカ

シア1本が被害を受けている。第3林班の13号箇所（0．23ha）は昭和35年度植栽のユーカリ属

林分に，昭和42年度モリシマアカシアを樹下植栽したもので，立木本数はユーカリ属が90本，モ

リシマアカシアが100本，現在モリシマアカシアの生育が優れる。15号箇所（0．31ha）は昭和36
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図一2　平成2年の台風による被害箇所

年4月にモリシマアカシアを直播きした林分で，立木本数は160本である。台風19号で13号，15

号箇所ではそれぞれ20本，18本の被害がみられた。14号箇所（0．09ha）は昭和46年3月設定の

ユーカリ属各種からなる見本林で，立木本数は28本，18号箇所（0．17ha）は昭和28年度に植栽

された同様のユーカリ属の見本林で，立木本数は60本である。台風19号でそれぞれ7本，5本の

被害を受け，台風20号でも14号箇所で1本が被害を受けている。第4林班の21号箇所（0．11ha）

は昭和51年5月に取り木苗を植栽したメラノキシロンアカシア林分13）で，立木本数は97本，台

風19号による被害本数は25本であった。22号箇所（0．23ha）は昭和58年2月植栽の若齢のヒノ

キ造林地で，立木本数は750本，台風19号の被害木は13本であった。第8林班の24号箇所

（0．33ha）は昭和35年度植栽のモリシマアカシア林分で，立木本数は120本，台風19号による被

害本数は15本であった。

　このように比較的被害木が多く発生した箇所はほとんどがアカシア属，それもモリシマアカシ

ア林分で，比較的高齢の昭和35年度植栽のものから，昭和55年度に天然更新した若齢林分までが

含まれる。メラノキシロンアカシアは若齢林分で被害が発生したが，台風20号では第3林班の17

号箇所で昭和29年度植栽の大径木も被害を受けている。またヒノキは若齢のものが被害を受け，

スギは大正9年植栽の直径20c皿ほどの小径木1本が被害を受けたにすぎない。

　試験地には前述のようにスギ，ヒノキ，アカシア属がほぼ同面積の4ha弱，これらの樹種の

それぞれ1／2，1／4にあたる面積の外国マツとユーカリ属が植栽されている。各樹種の植栽箇

所や被害発生箇所に地域的な偏りが少ないことから，他の樹種と比較してアカシア属の被害が大

きかったことは明らかである。ユーカリ属は植栽面積の違いを考慮すると，アカシア属ほど被害

を受けていないが，スギ，ヒノキ，外国マツよりは被害を受けやすいようであった。



2）被害の形態

　台風19号における各樹種の被害の形態を表4に示

した。ここでは調査時に倒木，曲がり，傾きと記録

されたものを倒れとし，折れ，割れなどは幹折れと

してまとめた。

　アカシア属は被害木の80％にあたる117本が倒れ

であった。ユーカリ属はアカシア属同様に倒れが

81％と，多かった。それ以外の樹種は被害木の本数

が少なく，傾向を明らかにするにはいたらないが，

全体的には幹折れより倒れが多く，その中でカリト

リス属は被害木5本のうち2本が幹折れであった。

外国マツの被害木の1／3が幹折れで，ヒノキに幹

折れがみられなかったことは，

今までのマツ属，ヒノキの台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
風害に関する調査結果と一致

していた14）。

3）アカシアとユーカリ被害　　　　15

木の形態

　モリシマアカシアとそれ以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
外のアカシア属，ユーカリ属

被害木の直径階分布と，各直

径階に占める幹折れ，倒れの　　　　　5

割合を図3に示した。

表一4　台風19号の樹種ごとの被害形態

　　　　　　　　　　　　　（本数）

樹種 倒れ　幹折れ　合計

7
3
4
3
6
4
2
1
；
0

1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
6

1
　
：
－

　
　
　
　
　
属
　
‥

　

　

　

　

　

ム
　
　

　
　
　
　
　
　
マ
　
　

　
　
　
属
属
　
ル
　
　

属

属
　
リ
カ
　
ペ
　
　

ア
リ
　
ト
ウ
ツ
ス
ア
　

シ
カ
キ
ス
レ
マ
ト
イ
：

力
一
ノ
リ
ラ
国
プ
n
l
計

ア

ユ

ヒ
カ
メ
外
レ
セ
　
合

0
3

3

2

2

37

147
16

14

　5
　6
　6

　2
　1

197

　モリシマアカシア被害木は

直径7～33c皿の範囲にあり，

その直径階分布は17－21cmを

モードにした正規分布型を示

した。被害木のうち幹折れの

割合は27％となり，他のアカ

シア属（9％）に比して幹折

れ発生率が高かった。幹折れ

は各直径階に分布するが，被

害木の中では27cm以上の比較

的大径のものの比率が高かっ

た。モリシマアカシア以外の

アカシア属被害木は50cmを超

えるメラノキシロンアカシア

が倒れと幹折れで各1本被害

を受けたが，やはり15～27cm

ものが多かった。幹折れの分

布は各直径階に分散し，傾向

を特定できない。ユーカリ属
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聾1。4

5

0

10

5

モリシマアカシア　　　ロ倒れ

國漸れ

10　　20　　30　　40　　50　　60

4　10　20
　ユーカリ属

30　　40　　　50　　　60

　　　口倒れ

　　　團幹折れ

。血L唖」＿＿
0　4　10　　20　　　30　　40　　　50　　　60

直径（cm）

図一3　アカシア属とユーカリ属被害木の直径階分布と被害の形態
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被害木の直径階分布は直径55cmの

倒れまで，各直径階に分散し，幹

折れの直径階の分布傾向も明らか

でなかった。

　一般に台風などの風害，あるい

は雪害を受けやすい造林木は林分

の中で形状比（樹高（cm）／直径

（cm））が高いものとされる。倒れ，

幹折れを受けたモリシマアカシア

被害木の形状比を図4に示した。

ここで被害木は林内各所に分散し，

各林分で被害を受けなかったもの

の直径，樹高測定は行われていな

い。そのため，健全木の形状比は

本試験地において林齢12年と20年

前後のモリシマアカシア2林分を

用いて立木と丸太の材積調査15）

を行った際の毎木調査のデータを

使うことにした。図には調査木

520本余りの形状比を直径2cmご

」
牟
菜

100

50

10

　5 10

比

20　　　30　40　50

直径（cm）

図一4　モリシマアカシア被害木の形状比

との各直径階の平均値をプロットしている。

　健全なモリシマアカシアの形状比は直径10cmで90，20cmで60，30cmで50と，生育初期は樹高成

長に優れるが，その後，樹高成長に比べて直径成長が大きくなり，形状比は急激に低下する。倒

れ，幹折れの被害木の形状比は各直径階においてこの健全木と変わらないか，むしろ低い値を示

していた。倒れ，幹折れの被害木では形状比に大きな差はみられないが，直径20㎝前後では倒れ

のものが幹折れのものより形状比が低くなり，30cm以上になると幹折れの方が低い値となった。

このようにデカシアの場合は形状比が高いものが必ずしも被害が発生しやすいという結果は得ら

れなかった。

　以上，平成2年白浜付近に上陸した台風による試験地内造林木，とりわけ被害が大きかったア

カシア属，ユーカリ属の被害状況について述べた。アカシア属，ユーカリ属は強風害を受けやす

いとされるが，今回，その原因については明らかにすることはできなかった。アカシア属の中で

フサアカシア（A．dealbαtα）は地上部の成長が良好で根系の支持力以上に葉量が多く，根の垂直

分布は中間型であるが根系の分布が上部に偏り，また材質が弱く，高齢木で根系が破損，腐朽し

やすいために外力によって倒伏しやすいとされる。また，ユーカリ属のE．g’o励μsは浅根性で，

根系の土壌緊縛力が小さく気象害を受けやすいとされる16）。林地でもアカシア属の多くのもの

が降雨時に葉に多くの水を付着させ，その重量のために枝が垂れ下がり，モリシマアカシアにつ

いては初期成長に優れるが寿命が短く，大径木となると枯損する個体も多く観察されている。被

害の発生原因については，樹齢あるいは径級と，葉量や材質の関係も今後検討する必要があるも

のと考えられた。
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